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第１章 推進方策の検討                                                          
 
１．検討委員会の設置                                
 
「沖縄県観光バリアフリー化推進事業」全体の方向性を検討する組織として、「検討委員

会」を設置し、平成 18 年度内に３回開催した。委員は沖縄県内在勤・在住者を中心としつ

つ、同事業者の効果的な推進に資するため、２名の県外委員を加えた構成とした。 

 
（１） 検討委員会の開催経緯 

 

＜第１回＞ 平成 18年 5 月 26 日（木） 

・ 平成 17 年度事業の取り組みと、平成 18 年度観光バリアフリー化推進事

業について 

・ 観光バリアフリー化の持続的な取り組みの方向性について 

＜第２回＞ 平成 18年 11 月 13 日（月） 

・ 平成 18 年度事業の報告 

・ 観光バリアフリー化の持続的な取り組みの方向性について 

＜第３回＞ 平成 19年２月２日（金） 

【報告】 

・ 観光バリアフリー化推進事業 事業報告 

・ ケーススタディ地区「八重山ワーキング」について 

【検討】 

・ 今後の観光バリアフリー化の展開方策について 

 
（２） 検討委員会委員（順不同・敬称略） 

 
〈委員長〉 
  高嶺 豊 琉球大学 法文学部人間科学科 教授  
 

〈委員〉 

  山本 誠   飛騨高山東京事務所 代表  

  中沢 信   （株）バリアフリーカンパニー 代表取締役  

  小濱 哲   名桜大学大学院 観光環境領域 教授 

 岩佐 吉郎 名桜大学寄附講座 教授（平成 16、17 年度 検討委員会委員長） 

  市ノ澤 武士 日本トランスオーシャン航空（株） 代表取締役社長 

（知念 政夫      日本トランスオーシャン航空（株） 営業部 部長） 
東  良和  沖縄ツーリスト（株） 代表取締役社長  
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 （寿盛 哲也 沖縄ツーリスト（株） 次長    第 1 回出席） 
 （岩崎 晃一 沖縄ツーリスト（株） 観光部仕入手配課 課長 第２回出席） 

白石 武博  （株）カヌチャベイリゾート 代表取締役社長  

  洲鎌 孝    （財）沖縄観光コンベンションビューロー 常務理事 

＊:（ ）内は代理出席者 

〈事務局〉 

  松本 真一 沖縄県観光商工部 観光交流統括監 
  仲宗根 辰夫 沖縄県観光商工部観光企画課 課長 

慶田 喜美男 沖縄県観光商工部観光企画課 班長 

山里 武宏  沖縄県観光商工部観光企画課 主査 

吉澤 清良  （財）日本交通公社研究調査部 主任研究員 

高﨑 恵子  （財）日本交通公社研究調査部 研究員 

 
 
２．ワーキンググループ検討会議の設置                               

 

 平成 16 年度より地域の実情を踏まえ、実現可能性のより高いプロジェクトを検討する場

として、検討委員会の下に「ワーキンググループ検討会議」を設置している。委員は民間観

光事業者、福祉関係者、民間活動団体（ＮＰＯ等）、学識経験者等の“実務者クラス”を中

心に構成した。 

 また、昨年度と同様に「意識啓発・人材育成部会」「受入体制整備・旅行促進部会」「情報

発信・ＰＲ部会」の３部会を設けたが、本年度は継続的な仕組みづくりという点で、特に「意

識啓発・人材育成部会」の活動に対して、旅行会社・観光推進団体からのアドバイス、学識

経験者からのアドバイスを受ける形で進行した。 

 

（１） ワーキンググループ検討会議の開催経緯 

 

＜第１回＞ 平成 18年５月 29 日（月） 

・ 平成 18 年度事業の概要説明 

・ 平成 19 年度以降の推進体制について 

・ 細事業の企画内容の検討 

＜第２回＞ 平成 18年 11 月 14 日（火） 

・ 細事業の進捗状況報告 

・ 平成 19 年度以降の推進体制について 

＜第３回＞ 平成 18年 12 月 20 日（水） 

・ 細事業の企画内容と進捗状況報告 

・ 平成 19 年度以降の推進体制について 
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＜第４回＞ 平成 19年１月 24 日（水） 

・ 細事業の企画内容と進捗状況報告 

・ 平成 19 年度以降の推進体制について 

 

細事業 開催日程 

細事業名 名称 開催日 開催場所 

平成 18年６月 26日・27日 宮古 

平成 18年６月 29日・30日 石垣 

平成 18年７月３日・４日 名護 

第１回（夏季） 

バリアフリー・セミナー 

平成 18年７月６日・７日 那覇 

平成 18年 10 月 23日・24日 宮古 

平成 18年 10 月 26日・27日 石垣 

平成 18年 10 月 28日 八重山商工 

平成 18年 10 月 30日・31日 名護 

バリアフリーサポーター 

育成事業 

第２回（秋季） 

バリアフリー・セミナー 

平成 18年 11月１日・２日 那覇 

「誰でも美ら島.NET」 

音声ブラウザ対応 

平成 18年４月１日 － バリアフリー情報提供 

事業 

「誰でも美ら島.NET」 

ダウンロードサービス開始 

平成 18年８月 － 

観光バリアフリー・シンポジウム 平成 18年２月 14日 那覇 

 

 

（２）ワーキンググループ検討会議委員（順不同・敬称略） 

 

〈委員〉 

 
【意識啓発・人材育成部会】 

   親川 修 ＮＰＯ法人バリアフリーネットワーク会議 事務局長 
   喜久里 美也子 ＮＰＯ法人脳文庫 代表 

 （ＮＰＯ法人日本ケアフィットサービス協会・沖縄窓口 代表） 

 
【情報発信・ＰＲ部会】 

小濱 哲    名桜大学大学院観光環境領域 教授 

    屋良 朝治   （財）沖縄観光コンベンションビューロー観光推進部 部長 
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【受入体制整備・旅行促進部会】 
   大城 朝淳 ホテルニューおきなわ 支配人 

栗原 智 （株）近畿日本ツーリスト沖縄商品開発部商品開発課 課長代理 
田原 清春 （株）ジェイティービー 総務部 グループリーダー  

 

〈アドバイザー〉 

  岩佐 吉郎 名桜大学寄附講座 教授 （平成 16、17 年度 検討委員会委員長） 

 
〈協力団体・協力者〉 

沖縄県社会福祉協議会、沖縄県身体障害者福祉協会、沖縄脊髄損傷者連合会、 
沖縄県視覚障害者福祉協会、沖縄県聴覚障害者協会、北部障害者生活支援センター、 
石垣市障害者生活支援センター、平田観光（株）ほか 

 

〈事務局〉 

仲宗根 辰夫   沖縄県観光商工部観光企画課 課長 

慶田 喜美男 沖縄県観光商工部観光企画課 班長 

山里 武宏 沖縄県観光商工部観光企画課 主査 

吉澤 清良 （財）日本交通公社研究調査部 主任研究員 

高﨑 恵子 （財）日本交通公社研究調査部 研究員 

 

 

３．平成 18 年度観光バリアフリー化推進事業の検討経緯           

 

 前述の検討委員会及びワーキンググループ検討会議に、「八重山ケーススタディ」(*)を加

えた平成 18年度の観光バリアフリー化推進事業の推進体制、及び、検討の経緯は、それぞ

れ図１－１、１－２の通りである。 

 

＊：八重山ケーススタディについては、「第４章 地域でのケーススタディの実施」を参照。 
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施

４
－

１
－

①
．

「
接

遇
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

基
づ

く
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
「
接

遇
向

上
セ

ミ
ナ

ー
」
の

開
催

４
－

１
－

②
．

「
接

遇
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
」
の

随
時

改
訂

０
-①

．
県

民
や

民
間

事
業

者
の

意
識

啓
発

「
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」の

  
  
  

  
  
開

催

０
－

③
．

「車
い

す
マ

ー
ク

駐
車

場
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」
の

展
開

と
　

　
　

　
　

「条
例

化
」検

討
（
＊

私
は

停
め

ま
せ

ん
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
実

　
　

　

　
　

　
　

　
行

委
員

会
の

活
動

に
協

力
）

１
－

１
－

②
．

「
サ

イ
ト

」
の

運
用

開
始

と
利

便
性

向
上

４
－

２
－

②
．

　
　

（視
認

性
向

上
、

音
声

ブ
ラ

ウ
ザ

対
応

）

■ 基 本 方 針 ０ ．

   沖 縄 観 光 の バ リ ア フ リ ー

   化 に 対 す る 全 県 民 的 理

   解 と 意 識 の 向 上

■ 基 本 方 針 １ ．

   バ リ ア フ リ ー 観 光 関 連

   情 報 の 充 実 と 効 果 的 な

   発 信

■ 基 本 方 針 ２ ．

   誰 も が 楽 し め る 多 種

   多 様 な 魅 力 づ く り

■ 基 本 方 針 ３ ．

   経 済 的 で 適 切 な 仕 様 に

   基 づ い た ハ ー ド 面 の 整 備

   推 進

■ 基 本 方 針 ４ ．

   ハ ー ド と 相 互 補 完 す る 人

   に や さ し い ソ フ ト （ サ ー ビ

   ス 面 ） の 強 化

■ 基 本 方 針 ５ ．

   沖 縄 観 光 の バ リ ア フ リ ー

   化 に 対 す る 行 政 等 の 体

   制 の 整 備

事
業

内
容

２
－

３
－

①
．

高
齢

者
や

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会
の

支
援

（
Ｐ

Ｒ
）

０
－

①
．

「沖
縄

県
観

光
バ

リ
ア

フ
リ

ー
ニ

ュ
ー

ス
レ

タ
ー

」
の

発
行

● バ リ ア フ リ ー サ ポ ー タ ー 育 成 事 業 ● バ リ ア フ リ ー 情 報 提 供 事 業 ● バ リ ア フ リ ー モ デ ル 事 業 ● そ の 他 の 事 業

３
－

２
－

①
．

旅
客

施
設

及
び

車
両

購
入

の
た

め
の

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
「
融

資
・
助

成
制

度
」の

検
討

（
・
導

入
）

０
－

①
．

「拡
大

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

」
（
対

外
的

P
R
）
の

開
催

１
－

２
－

①
．

障
害

者
団

体
等

の
「
総

会
誘

致
」
促

進
な

ど

２
－

１
－

①
．

２
－

２
－

①
．

「
旅

行
商

品
」「

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
の

開
発

検
討

４
－

２
－

①
．

「
旅

行
シ

ス
テ

ム
」
（
介

助
者

供
給

プ
ロ

グ
ラ

ム
）
の

　
　

　
　

　
　

　
開

発
検

討

（
注

）　
　

　
　

　
　

は
、

他
の

事
業

で
主

に
推

進
、

あ
る

い
は

他
の

事
業

と
の

調
整

・連
携

を
　

　
　

図
り

な
が

ら
進

め
て

い
く
施

策
。

（
注

）事
業

名
の

前
に

つ
い

て
い

る
番

号
は

、
「基

本
方

針
－

基
本

戦
略

－
主

要
施

策
」

　
　

　
と

の
対

応
を

示
し

て
い

る
。

第
１

回
や

さ
し

い
観

光
地

づ
く
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

（
6/

1
4）

● 目 標 像 　 　 　 誰 も が 楽 し め る 、 や さ し い 観 光 地 （ ホ ス ピ タ リ テ ィ ・ リ ゾ ー ト ）

（
1
）平

成
1
7
年

度
事

業
の

取
り

組
み

と
、

平
成

18
年

度
観

光
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

推
進

　
　

 事
業

に
つ

い
て

（
2
）観

光
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

の
持

続
的

な
取

り
組

み
の

方
向

性
に

つ
い

て

○
全

県
民

的
理

解
と

意
識

の
向

上
に

つ
い

て
・
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

か
ら

は
事

業
へ

の
理

解
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
は

、
経

営
者

レ
ベ

  
ル

、
行

政
に

ど
う

賛
同

を
得

て
い

く
か

が
今

後
の

課
題

と
な

る
。

・
バ

リ
ア

フ
リ

ー
の

概
念

に
つ

い
て

、
小

中
学

生
に

向
け

た
テ

キ
ス

ト
を

作
成

し
、

教
育

し
て

い

  
く
こ

と
が

必
要

だ
ろ

う
。

○
八

重
山

ワ
ー

キ
ン

グ
に

つ
い

て
・
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

と
し

て
、

行
政

・
民

間
を

き
ち

ん
と

巻
き

込
む

必
要

が
あ

る
。

・
行

政
間

の
横

の
部

局
が

ど
れ

だ
け

連
携

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
か

が
課

題
。

○
平

成
1
9
年

度
以

降
の

推
進

体
制

に
つ

い
て

・
収

支
を

と
も

な
う

体
制

を
築

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

・
す

で
に

実
績

の
あ

る
N

P
O

と
O

C
V

B
が

連
携

し
実

働
と

し
て

動
く
と

よ
い

だ
ろ

う
。

・
O

C
V

B
が

根
拠

を
も

っ
て

動
い

て
い

く
た

め
に

、
目

指
す

べ
き

観
光

の
全

体
像

が
必

要
。

○
P

R
・
広

報
に

つ
い

て
・
こ

の
事

業
が

県
民

、
国

民
に

認
知

さ
れ

る
よ

う
に

、
具

体
的

に
何

を
行

っ
て

い
る

  
の

か
見

せ
る

　
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

全
国

か
ら

注
目

を
集

め
て

い
る

こ
と

を
県

民
に

広
く

  
見

せ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
・
定

期
的

に
メ

デ
ィ

ア
と

勉
強

会
を

開
く
な

ど
の

メ
デ

ィ
ア

対
策

を
行

う
べ

き
で

あ
る

。

○
3
年

間
の

事
業

の
成

果
に

つ
い

て
・
提

言
書

を
作

成
し

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

発
表

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
「バ

リ
ア

フ
リ

ー
推

進
宣

言
」
を

行
い

、
賛

同
す

る
市

町
村

や
民

間
企

業
を

増
や

し
て

い
け

  
ば

良
い

。

図
１

－
２

　
平

成
1
8
年

度
観

光
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

推
進

事
業

の
検

討
経

緯

１
－

1
－

③
．

「
車

い
す

ト
イ

レ
マ

ッ
プ

」
の

効
果

的
な

活
用

「
検

討
委

員
会

」
の

開
催

「
3
部

会
」
（意

識
啓

発
・情

報
・
旅

行
）の

設
置

と
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
当

事
者

・関
係

部
局

等
の

連
携

強
化

４
－

１
－

③
．

「
既

存
資

格
」の

取
得

促
進

バ
リ

ア
フ

リ
ー

・セ
ミ

ナ
ー

の
開

催

●
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
メ

ン
バ

ー

【
行

政
】

○
観

光
所

管
沖

縄
県

八
重

山
支

庁
総

務
・観

光
振

興
課

石
垣

市
企

画
開

発
部

観
光

課
竹

富
町

観
光

課
○

土
木

所
管

沖
縄

総
合

事
務

局
石

垣
港

湾
事

務
所

沖
縄

県
八

重
山

支
庁

土
木

建
築

課
河

川
都

市
港

湾
班

沖
縄

県
八

重
山

支
庁

土
木

建
築

課
建

築
班

沖
縄

県
八

重
山

支
庁

土
木

建
築

課
道

路
整

備
班

長
沖

縄
県

八
重

山
支

庁
土

木
建

築
課

維
持

管
理

班
石

垣
市

都
市

建
設

部
土

木
課

石
垣

市
都

市
建

設
部

港
湾

課
石

垣
市

都
市

建
設

部
都

市
計

画
課

竹
富

町
建

設
課

（
１

）
石

垣
・
竹

富
地

域
に

お
け

る
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

へ
の

取
り

組
み

○
石

垣
・
竹

富
地

域
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
現

状
・
施

設
整

備
に

つ
い

て
は

、
石

垣
市

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

条
例

施
設

整
備

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

　
基

づ
い

て
整

備
を

行
っ

て
い

る
。

・
離

島
に

つ
い

て
は

、
ハ

ー
ド

面
で

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
は

ま
だ

厳
し

い
状

況
で

あ
る

。
・
浮

き
桟

橋
の

設
置

、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
船

の
導

入
に

よ
り

、
港

湾
関

係
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
　

は
進

ん
で

い
る

。
・
石

垣
港

離
島

旅
客

タ
ー

ミ
ナ

ル
の

併
用

が
開

始
さ

れ
る

と
、

事
務

所
等

の
段

差
も

解
消

　
さ

れ
る

予
定

で
あ

る
。

・
障

害
者

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

を
ま

ち
な

か
に

設
置

す
る

こ
と

で
、

周
辺

の
商

店
に

ス
ロ

ー
　

プ
が

設
置

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

障
害

者
が

出
歩

く
こ

と
で

無
言

の
啓

発
と

な
っ

て
い

る
。

○
福

祉
所

管
沖

縄
県

八
重

山
福

祉
保

健
所

石
垣

市
保

健
福

祉
部

障
が

い
福

祉
課

竹
富

町
福

祉
保

健
課

【
民

間
企

業
、

観
光

・
福

祉
関

係
団

体
等

】
八

重
山

ビ
ジ

タ
ー

ズ
ビ

ュ
ー

ロ
ー

竹
富

町
観

光
協

会
東

運
輸

（
株

）
（
有

）
安

栄
観

光
平

田
観

光
（
株

）
八

重
山

観
光

フ
ェ

リ
ー

（
株

）
遺

産
管

理
型

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
た

き
ど

ぅ
ん

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
ち

ゅ
ら

ネ
ッ

ト

○
今

後
の

課
題

・
ハ

ー
ド

面
だ

け
で

は
バ

リ
ア

フ
リ

ー
に

追
い

つ
い

て
い

く
こ

と
は

難
し

い
た

め
、
観

光
関

連
  

事
業

者
に

は
ソ

フ
ト

面
で

の
サ

ポ
ー

ト
を

意
識

し
て

欲
し

い
。

・
障

害
の

あ
る

方
の

目
線

で
ど

の
よ

う
な

ニ
ー

ズ
が

あ
る

の
か

把
握

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
す

で
に

民
間

・
行

政
と

も
に

バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
取

り
組

み
は

行
わ

れ
て

い
る

。
今

後
は

、
  

個
々

の
が

ん
ば

っ
て

い
る

取
り

組
み

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
さ

せ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

バ
リ

ア
フ

リ
ー

・セ
ミ

ナ
ー

の
開

催

バ
リ

ア
フ

リ
ー

・
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催 美

ら
島

.N
E
T

美
ら

島
.N

E
T

美
ら

島
.N

E
T

バ
リ

ア
フ

リ
ー

・
セ

ミ
ナ

ー
「海

浜
地

域
に

お
け

る
バ

リ
ア

フ
リ

ー
と

遊
び

方
」

バ
リ

ア
フ

リ
ー

・
ツ

ア
ー

セ
ン

タ
ー

の
検

討
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第
1
回

バ
リ

ア
フ

リ
ー

セ
ミ

ナ
ー

（
6
/
2
6
-
7
/
7
）

や
さ

し
い

観
光

地
づ

く
り

ト
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
（
9
/1

2
）

第
2
回

や
さ

し
い

観
光

地
づ

く
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

（
9/

1
3）

誰
で

も
美

ら
島

.N
E
T

開
催

地
日

時
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

備
考

6
月

26
日

接
遇

セ
ミ

ナ
ー

1
1

6
月

27
日

ハ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー
1
2

6
月

29
日

接
遇

セ
ミ

ナ
ー

4
8

6
名

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

含
む

6
月

30
日

ハ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー
2
6

7月
3
日

接
遇

セ
ミ

ナ
ー

3
7

7月
4
日

ハ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー
1
7

7月
6
日

接
遇

セ
ミ

ナ
ー

3
3

7月
7
日

ハ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー
2
5

宮
古

石
垣

名
護

那
覇

●
　

ハ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー

●
　

接
遇

セ
ミ

ナ
ー

　
　

そ
れ

ぞ
れ

障
害

の
あ

る
ピ

ュ
ア

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

が
、

「障
害

の
あ

る
お

客
様

の
ニ

ー
ズ

」と
し

て
講

演
。

●
　

日
程

・
参

加
者

数

「
簡

易
な

設
備

・
器

具
に

よ
る

バ
リ

ア
フ

リ
ー

」

「
海

浜
地

域
に

お
け

る
バ

リ
ア

フ
リ

ー
と

遊
び

方
」

平
成

18
年

4
月

  
  
  
　

　
　

音
声

ブ
ラ

ウ
ザ

対
応

画
面

の
開

設
平

成
18

年
8
月

　
　

　
　

　
　

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
の

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

開
始

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 接
遇

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
開

始
*

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 （
＊

掲
載

施
設

の
パ

ス
ワ

ー
ド

保
有

者
の

み
可

能
）

美
ら

島
．

N
E
T

　
ア

ク
セ

ス
数

0

5
00

1
0
00

1
5
00

2
0
00

2
5
00

3
0
00

20
05

年
10

月
20

05
年

11
月

20
05

年
12

月 20
06

年
1月 20

06
年

2月 20
06

年
3月 20

06
年

4月 20
06

年
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年

6月 20
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年
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06
年

8月 20
06

年
9月 20

06
年

10
月

PV

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

（
１
）

当
該

会
議
に

お
い

て
検
討

す
べ

き
事
業

に
つ

い
て

（
２
）

バ
リ

ア
フ

リ
ー
ト

イ
レ

の
管
理
・

運
営

の
課
題

（
３
）

バ
リ

ア
フ

リ
ー
・

セ
ミ
ナ

ー
の
開

催
に
つ

い
て

○
検

討
す

べ
き

事
業

に
つ

い
て

・車
い

す
ト

イ
レ

が
あ

る
場

所
に

行
っ

て
み

る
と

、
故

障
中

で
使

用
で

き
な

か
っ

た
。

　
ど

こ
の

ト
イ

レ
が

故
障

中
な

ど
「最

新
」の

情
報

を
一

元
化

す
る

必
要

性
を

感
じ

　
　

る
。

・障
害

者
か

ら
の

旅
行

に
関

す
る

相
談

が
入

っ
て

き
て

い
る

。
バ

リ
ア

フ
リ

ー
に

関
　

す
る

専
門

の
窓

口
の

設
置

の
必

要
性

を
感

じ
て

い
る

。

○
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
・土

木
関

係
者

は
強

制
的

に
参

加
す

る
く
ら

い
の

位
置

づ
け

に
し

た
い

。
・障

害
者

の
旅

行
の

受
け

入
れ

を
積

極
的

に
行

っ
て

い
る

が
、

赤
字

で
の

対
応

と
　

な
っ

て
い

る
。

行
政

か
ら

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
が

な
け

れ
ば

、
継

続
し

て
事

業
を

行
っ

　
て

い
く
こ

と
は

難
し

い
。

・タ
ー

ミ
ナ

ル
は

、
整

備
途

中
段

階
で

障
害

者
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
し

た
際

に
、

ア
ド

　
バ

イ
ス

等
を

頂
い

た
が

、
不

都
合

が
で

て
き

た
。

施
設

整
備

に
つ

い
て

も
早

い
段

　
階

で
相

談
で

き
る

場
所

が
あ

る
と

良
い

。

○
そ

の
他

・住
民

の
意

識
啓

発
の

必
要

性
を

感
じ

て
い

る
。

バ
リ

ア
フ

リ
ー

セ
ミ

ナ
ー

を
島

ご
　

と
に

行
っ

て
欲

し
い

。
・石

垣
市

、
竹

富
町

、
与

那
国

町
で

は
観

光
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

一
元

化
し

、
情

報
を

　
　

共
有

す
る

こ
と

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

○
バ

リ
ア

フ
リ

ー
セ

ミ
ナ

ー
に

つ
い

て
＊

や
さ

し
い

観
光

地
づ

く
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

の
事

業
の

一
環

と
し

て
、

　
 八

重
山

商
工

高
校

で
の

「バ
リ

ア
フ

リ
ー

・セ
ミ

ナ
ー

」の
開

催
を

決
定

。

講
師

：山
本

　
誠

　
氏

（飛
騨

高
山

東
京

事
務

所
　

代
表

）
講

演
：「

超
高

齢
社

会
の

地
域

戦
略

」
～

　
観

光
誘

致
と

バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
推

進
課

題
　

～

出
席

者
：
石

垣
市

大
濱

市
長

、
竹

富
町

大
盛

町
長

、
　

　
　

　
　

 八
重

山
支

庁
大

浜
支

庁
長

、
  

  
  
  

  
  
や

さ
し

い
観

光
地

づ
く
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

メ
ン

バ
ー

石
垣

市
・八

重
山

観
光

は
好

調
で

あ
る

が
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

に
対

応
し

て
い

な
い

箇
所

は
　

ま
だ

ま
だ

あ
る

。
受

け
皿

体
制

を
整

え
て

、
バ

リ
ア

を
取

り
除

い
て

い
き

た
い

。
・福

祉
の

ま
ち

づ
く
り

条
例

を
定

め
て

お
り

、
じ

わ
じ

わ
と

良
く
な

っ
て

き
て

い
る

　
が

、
改

善
す

る
ポ

イ
ン

ト
は

ま
だ

あ
り

、
ヒ

ン
ト

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

竹
富

町
・離

島
で

は
、

ト
イ

レ
の

整
備

が
進

ん
で

い
な

い
と

い
う

問
題

が
あ

り
、

早
急

に
整

  
備

を
心

が
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
・離

島
の

道
路

は
舗

装
さ

れ
て

い
な

い
道

路
も

多
く
、

長
期

的
に

工
夫

し
て

い
き

  
た

い
。

八
重

山
支

庁
・高

齢
者

、
障

害
者

、
健

常
者

が
一

緒
に

生
活

す
る

社
会

、
暮

ら
し

方
が

テ
ー

マ
  

に
な

っ
て

く
る

と
思

う
。

・八
重

山
地

域
は

、
も

と
も

と
の

資
質

と
し

て
誰

で
も

迎
え

入
れ

る
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

　
を

持
っ

て
い

る
。

開
催

地
氏

名
所

属
車

い
す

使
用

者
-

-
聴

覚
障

害
者

本
村

　
順

子
石

垣
市

障
害

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
む

ゆ
る

館
　
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー

視
覚

障
害

者
平

良
　

常
沖

縄
県

視
覚

障
害

者
福

祉
協

会
　

理
事

車
い

す
使

用
者

平
田

　
か

お
り

沖
縄

脊
髄

損
傷

者
連

合
会

　
副

会
長

聴
覚

障
害

者
本

村
　

順
子

石
垣

市
障

害
者

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

む
ゆ

る
館

　
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー

視
覚

障
害

者
平

良
　

常
沖

縄
県

視
覚

障
害

者
福

祉
協

会
　

理
事

車
い

す
使

用
者

平
田

　
か

お
り

沖
縄

脊
髄

損
傷

者
連

合
会

　
副

会
長

聴
覚

障
害

者
比

嘉
　

豪
沖

縄
県

聴
覚

障
害

者
協

会
　

会
長

視
覚

障
害

者
内

藤
　

喜
和

子
北

部
障

害
者

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

ハ
ー

モ
ニ

ー
　

ス
タ

ッ
フ

車
い

す
使

用
者

荷
川

取
　

礼
子

沖
縄

脊
髄

損
傷

者
連

合
会

　
理

事
聴

覚
障

害
者

神
田

　
朋

子
沖

縄
県

聴
覚

障
害

者
協

会
　

理
事

視
覚

障
害

者
松

田
　

智
子

南
風

原
町

身
障

福
祉

会
　

視
覚

部
部

長
・
理

事

宮
古

石
垣

名
護

那
覇

【
参

加
者

の
声

】
　

・セ
ミ

ナ
ー

に
参

加
し

て
、

自
分

で
も

気
づ

か
な

い
点

が
多

々
あ

る
事

が
わ

か
っ

た
。

ハ
ン

デ
ィ

が
あ

る
人

の
立

場
も

少
し

わ
か

っ
た

  
  
よ

う
な

気
が

し
た

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
た

め
の

様
々

な
グ

ッ
ズ

の
準

備
が

必
要

で
あ

る
と

感
じ

た
。

今
後

、
高

齢
者

の
時

代
を

  
  
向

か
え

る
我

々
は

、
そ

の
対

応
の

た
め

の
色

々
な

施
策

が
必

要
に

な
っ

て
く
る

と
痛

感
し

た
。

　
・少

し
ず

つ
だ

っ
た

が
、

色
々

な
障

害
の

方
の

話
を

聞
い

た
り

、
体

験
が

で
き

て
よ

か
っ

た
。

健
常

者
で

あ
る

自
分

は
気

づ
か

な
か

っ
  

  
た

不
安

や
接

遇
ポ

イ
ン

ト
を

知
る

事
で

、
こ

れ
か

ら
の

仕
事

に
活

か
し

、
も

っ
と

知
っ

て
積

極
的

に
お

手
伝

い
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

  
  
き

た
い

。
今

回
は

す
ご

く
良

い
機

会
に

な
っ

た
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

ま
た

、
こ

の
よ

う
な

機
会

が
あ

れ
ば

参
加

し
た

い
。

【参
加

者
の

声
】

　
・工

夫
次

第
で

は
身

障
者

に
と

っ
て

優
し

い
施

設
に

な
る

こ
と

を
学

　
　

ん
 だ

。
工

夫
次

第
で

健
常

者
(私

た
ち

)に
も

優
し

い
施

設
（場

所
）

　
　

に
な

っ
た

り
す

る
こ

と
が

多
い

。
“ハ

ー
ド

”
よ

り
“ハ

ー
ト

”
を

大
事

　
　

に
、

障
害

を
持

っ
た

方
々

と
接

し
た

い
。

【
参

加
者

の
声

】
　

・海
は

常
に

危
険

と
隣

り
合

わ
せ

な
の

で
、

き
ち

ん
と

し
た

知
識

  
  
と

判
断

力
が

必
要

だ
と

思
っ

た
。

ま
た

、
マ

リ
ン

メ
ニ

ュ
ー

の
  

  
提

供
や

ラ
イ

フ
ガ

ー
ド

と
し

て
守

る
と

い
っ

た
立

場
に

あ
る

私
  

  
た

ち
は

、
思

い
や

り
と

、
ど

う
し

た
ら

楽
し

ん
で

も
ら

え
る

等
、

  
  
相

手
を

思
う

心
を

も
っ

と
養

っ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
  

  
思

っ
た

。
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泡
瀬

養
護

学
校

バ
リ

ア
フ

リ
ー

セ
ミ

ナ
ー

（
1
1
/
6
）

第
２

回
バ

リ
ア

フ
リ

ー
セ

ミ
ナ

ー
（
1
0
/
2
3
-
1
1
/
2
）

や
さ

し
い

観
光

地
づ

く
り

経
営

者
セ

ミ
ナ

ー
（1

0/
1
7）

第
3
回

や
さ

し
い

観
光

地
づ

く
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

（
10

/1
7）

講
師

：
親

川
修

氏
（
N
P

O
法

人
　

バ
リ

ア
フ

リ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

　
事

務
局

長
）
　

講
演

：
「
逃

げ
る

バ
リ

ア
フ

リ
ー

」
参

加
者

：
教

師
、

父
兄

、
中

等
部

の
児

童
（お

お
よ

そ
50

人
強

）
内

容
：
当

事
者

を
乗

せ
て

の
逃

げ
る

訓
練

な
ど

実
践

的
な

実
験

八
重

山
商

工
高

校
バ

リ
ア

フ
リ

ー
セ

ミ
ナ

ー
（
1
0
/
2
8
）

＊
今

後
の

八
重

山
観

光
を

担
う

高
校

生
に

、
観

光
に

お
け

る
バ

リ
ア

フ
リ

ー
の

必
要

  
  

性
や

障
害

者
へ

の
理

解
を

広
め

て
い

く
こ

と
い

を
目

的
と

し
て

実
施

し
た

。

　
参

加
者

：観
光

コ
ー

ス
1
、

2年
生

【参
加

者
の

声
】

○
ピ

ュ
ア

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

　
平

田
か

お
り

講
師

の
話

を
聞

い
て

・
『
障

害
者

は
「不

幸
」
な

の
で

は
な

く
「
不

自
由

」
』
と

い
う

の
を

聞
い

て
、

考
え

が
改

ま
っ

た
。

・
平

田
か

お
り

さ
ん

の
話

を
聞

い
て

、
障

害
を

持
つ

事
は

、
身

体
は

不
自

由
に

な
る

け
ど

、
こ

  
の

体
で

自
分

が
ど

こ
ま

で
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
き

る
か

っ
て

い
う

挑
戦

心
が

た
く
さ

ん
う

ま
れ

る
こ

  
と

だ
と

思
い

ま
し

た
。

ど
れ

だ
け

自
分

の
お

か
れ

た
状

き
ょ

う
が

変
わ

っ
て

も
、

あ
き

ら
め

な
  

か
っ

た
か

お
り

さ
ん

は
か

っ
こ

い
い

と
思

い
ま

し
た

。

○
親

川
講

師
の

話
を

聞
い

て
・
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
や

、
車

い
す

の
方

専
用

駐
車

場
の

話
を

聞
い

て
、

自
分

も
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
の

　
近

く
に

自
転

車
を

お
い

た
り

し
な

い
よ

う
に

し
よ

う
と

思
い

ま
し

た
。

親
に

も
、

駐
車

場
の

話
を

  
 し

よ
う

と
思

い
ま

す
。

○
セ

ミ
ナ

ー
へ

の
感

想
・
バ

リ
ア

フ
リ

ー
と

い
う

の
は

、
ふ

だ
ん

何
の

不
自

由
な

く
過

ご
し

て
い

る
私

に
と

っ
て

あ
ま

り
  

考
え

た
こ

と
の

な
い

こ
と

で
し

た
。

し
か

し
、

今
日

の
セ

ミ
ナ

ー
を

受
け

て
と

て
も

身
近

に
あ

る
  

こ
と

だ
と

い
う

の
を

強
く
感

じ
ま

し
た

。
高

齢
者

疑
似

体
験

や
そ

の
他

障
害

者
へ

の
接

遇
  

サ
ー

ビ
ス

を
学

ぶ
こ

と
で

、
こ

れ
か

ら
の

観
光

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

ら
れ

ま
し

た
。

障
害

が
  

あ
っ

て
も

、
健

全
者

と
変

わ
ら

な
い

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
る

旅
行

に
し

て
ほ

し
い

の
で

、
そ

  
の

接
し

方
な

ど
を

も
っ

と
深

く
学

ん
で

い
け

た
ら

と
思

い
ま

す
。

今
日

学
ん

だ
事

は
忘

れ
ず

  
に

、
小

さ
な

勇
気

で
役

立
て

て
い

き
た

い
で

す
。

・
と

て
も

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
観

光
コ

ー
ス

の
私

た
ち

だ
け

じ
ゃ

な
く
、

商
工

生
全

員
、

他
校

  
生

も
参

加
さ

せ
た

か
っ

た
ぐ

ら
い

で
す

。
ま

た
、

今
日

習
っ

た
こ

と
を

今
日

参
加

で
き

な
か

っ
  

た
友

達
や

家
族

に
も

教
え

て
あ

げ
た

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
い

つ
か

、
こ

う
い

う
機

会
が

  
あ

っ
た

ら
友

達
を

さ
そ

っ
て

も
っ

と
い

っ
ぱ

い
勉

強
し

た
い

な
あ

と
思

い
ま

す
。

・
今

日
の

セ
ミ

ナ
ー

は
と

て
も

勉
強

に
な

る
も

の
ば

か
り

で
、

改
め

て
考

え
さ

せ
ら

れ
る

事
も

あ
　

り
ま

し
た

。
平

田
さ

ん
の

言
っ

た
「
障

害
者

は
不

幸
な

の
で

は
な

く
不

自
由

な
だ

け
」
と

い
う

  
言

葉
が

頭
か

ら
離

れ
ま

せ
ん

。
僕

達
高

校
生

も
障

害
者

に
対

す
る

考
え

を
変

え
な

い
と

い
  

け
な

い
な

あ
と

思
い

ま
し

た
。

最
後

に
「
う

ご
け

る
、

き
け

る
、

見
え

る
」普

段
私

達
が

何
気

な
  

く
や

っ
て

い
る

事
が

こ
ん

な
に

大
変

で
、

大
切

な
事

な
ん

だ
と

い
う

こ
と

が
学

べ
て

よ
か

っ
た

  
で

す
。

●
　

ハ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー

●
　

接
遇

セ
ミ

ナ
ー

「
簡

易
な

設
備

・
器

具
に

よ
る

バ
リ

ア
フ

リ
ー

」
【参

加
者

の
声

】
　

・
お

金
を

か
け

ず
に

、
気

持
を

か
け

る
と

い
う

お
話

に
感

銘
を

覚
え

た
。

バ
リ

ア
フ

リ
ー

と
い

う
言

葉
だ

け
に

と
ら

わ
れ

、
完

成
さ

れ
た

形
ば

か
り

 　
求

め
て

し
ま

う
と

、
「
で

き
る

こ
と

か
ら

や
る

」
と

い
う

こ
と

に
尻

ご
み

し
て

し
ま

い
そ

う
だ

っ
た

が
、

様
々

な
写

真
や

資
料

、
講

義
を

通
し

て
、

手
作

  
  

り
で

い
い

の
だ

、
も

っ
と

泥
臭

く
て

い
い

の
だ

、
肝

心
な

の
は

形
で

は
な

く
「
や

る
か

や
ら

な
い

か
」
な

の
だ

と
痛

感
し

た
。

「
海

浜
地

域
に

お
け

る
バ

リ
ア

フ
リ

ー
と

遊
び

方
」

【
参

加
者

の
声

】
　

・車
い

す
を

砂
場

で
動

か
す

と
前

輪
が

埋
ま

っ
て

、
ど

ん
な

力
持

ち
で

も
移

動
は

困
難

。
水

陸
両

用
車

い
す

だ
と

砂
地

で
も

楽
に

移
動

が
で

き
、

　
　

そ
の

ま
ま

海
の

世
界

に
飛

び
込

め
て

、
ビ

ッ
ク

リ
し

た
。

カ
ヌ

ー
で

も
ス

ケ
ル

ト
ン

を
利

用
す

る
な

ど
、

工
夫

を
す

れ
ば

も
っ

と
も

っ
と

障
害

の
有

　
　

無
に

関
係

な
く
観

光
に

来
て

頂
け

る
と

思
っ

た
。

（１
）優

先
的

に
実

施
す

る
事

業
に

つ
い

て
（２

）ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

体
制

の
構

築
と

持
続

に
つ

い
て

○
実

施
し

て
い

く
事

業
に

つ
い

て
・
広

く
事

業
の

理
解

を
得

る
た

め
に

、
観

光
が

他
産

業
と

つ
な

が
ら

な
け

れ
ば

成
  

り
立

た
な

い
と

い
う

根
本

の
方

向
性

示
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

・
情

報
の

一
元

化
さ

せ
、

と
ぅ

も
ー

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
と

連
携

さ
せ

て
い

く
。

・
障

害
の

特
性

に
対

す
る

知
識

が
あ

る
う

え
で

、
各

種
観

光
関

連
企

業
に

対
す

る
　

連
携

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
つ

な
ぎ

役
が

大
切

で
あ

る
。

ま
た

そ
の

よ
う

な
仕

組
　

み
が

、
障

害
者

教
育

に
役

立
て

ば
よ

い
。

・
情

報
収

集
体

制
の

整
備

に
つ

い
て

、
台

風
1
3
号

の
被

害
に

よ
り

、
八

重
山

地
  

域
全

体
で

必
要

不
可

欠
と

い
う

認
識

に
な

っ
て

い
る

。
行

政
、

民
間

含
め

て
本

  
格

的
に

取
り

組
ん

で
い

こ
う

と
決

意
表

明
を

し
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
具

体
的

に
詰

  
め

て
い

こ
う

と
し

て
い

る
。

○
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
体

制
に

つ
い

て
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
は

、
観

光
関

連
等

の
横

の
連

携
、

縦
の

連
携

、
官

民
  

の
連

携
も

他
の

地
域

に
比

べ
う

ま
く
い

っ
て

い
る

。
バ

リ
ア

フ
リ

ー
に

つ
い

て

  
は

、
対

応
せ

ざ
る

を
得

な
い

重
要

問
題

で
あ

り
、

真
剣

に
対

応
し

た
い

。

○
石

垣
離

島
旅

客
タ

ー
ミ

ナ
ル

に
つ

い
て

・
タ

ー
ミ

ナ
ル

を
八

重
山

地
域

の
情

報
提

供
の

中
心

と
考

え
て

い
る

。
　

（
タ

ー
ミ

ナ
ル

内
に

観
光

情
報

流
通

セ
ン

タ
ー

「
と

ぅ
も

ー
る

ネ
ッ

ト
セ

ン
タ

ー
」
の

　
設

置
予

定
。

石
垣

市
と

ぅ
も

ー
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

整
備

事
業

）

★
　

セ
ミ

ナ
ー

に
つ

い
て

　
　

・
有

意
義

な
セ

ミ
ナ

ー
な

の
で

、
今

後
も

継
続

を
お

願
い

し
た

い
。

　
　

・
今

後
も

こ
う

い
う

セ
ミ

ナ
ー

に
参

加
し

、
テ

キ
ス

ト
だ

け
で

学
ぶ

の
で

は
な

く
、

実
際

に
多

く
触

れ
合

え
た

ら
と

思
う

。
　

　
・
定

期
的

実
施

し
て

、
数

多
く
の

人
に

理
解

し
て

い
く
必

要
が

大
切

だ
と

思
う

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

等
、

多
数

の
継

続
を

望
む

声
を

い
た

だ
い

た
。

☆
逃

げ
る

バ
リ

ア
フ

リ
ー

に
つ

い
て

【参
加

者
の

声
】

・
安

全
面

を
考

慮
し

、
で

き
る

限
り

健
常

者
と

同
じ

よ
う

に
海

遊
び

が
で

き
た

  
ら

ど
れ

だ
け

感
動

を
分

か
り

合
え

る
か

…
。

障
害

が
あ

る
か

ら
と

い
っ

て
  

垣
根

を
作

ら
ず

、
身

近
な

物
を

工
夫

利
用

し
て

設
営

や
準

備
を

す
る

方
  

法
を

学
べ

て
良

か
っ

た
。

今
後

、
実

践
に

移
し

、
ど

こ
が

不
便

で
、

危
険

  
で

、
ど

こ
が

良
い

方
法

か
学

ん
で

行
こ

う
と

思
う

。

講
師

：中
沢

　
　

信
　

氏
（株

式
会

社
　

バ
リ

ア
フ

リ
ー

カ
ン

パ
ニ

ー
　

代
表

取
締

役
）

講
演

：「
20

0
7年

前
夜

」
　

　
　

　
－

バ
リ

ア
フ

リ
ー

は
ビ

ジ
ネ

ス
チ

ャ
ン

ス
－

参
加

者
：や

さ
し

い
観

光
地

づ
く
り

メ
ン

バ
ー

、
観

光
事

業
者

Q
．

八
重

山
の

よ
う

な
中

小
企

業
ば

か
り

の
中

で
短

期
的

に
成

果
の

で
る

バ
リ

　
　

ア
フ

リ
ー

は
な

い
か

。
A

．
シ

ニ
ア

、
障

害
者

が
何

に
困

っ
て

い
る

の
か

知
る

こ
と

が
基

本
。

マ
ニ

ュ
ア

　
　

ル
は

最
低

限
の

こ
と

で
、

後
は

個
々

で
考

え
な

が
ら

対
応

し
て

い
く
こ

と
。

　
　

中
小

企
業

は
小

回
り

が
き

く
た

め
、

ビ
ジ

ネ
ス

チ
ャ

ン
ス

を
掴

み
や

す
い

。

Q
．

ど
こ

ま
で

対
応

す
れ

ば
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ル

ー
ム

と
い

っ
て

い
い

の
か

分
か

　
　

ら
な

い
。

A
．

自
分

に
と

っ
て

こ
う

い
う

部
屋

が
使

い
や

す
い

ん
だ

と
い

う
こ

と
で

お
客

様
  

　
が

選
ぶ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
部

屋
の

平
面

図
、

配
置

等
の

情
報

を
開

示
　

　
す

れ
ば

よ
い

。

Q
．

地
域

の
障

害
者

の
方

、
観

光
で

こ
ら

れ
る

障
害

者
の

方
、

高
齢

の
方

、
妊

　
　

婦
の

方
や

外
国

人
の

方
が

楽
し

め
る

場
所

作
り

の
コ

ン
サ

ル
が

で
き

れ
　

　
　

ば
と

思
う

の
で

、
そ

の
た

め
に

は
自

分
達

も
こ

れ
か

ら
も

勉
強

し
て

ス
キ

ル
　

　
ア

ッ
プ

を
図

っ
て

い
き

た
い

。
A

．
障

害
者

自
身

も
専

門
家

と
し

て
、

勉
強

を
重

ね
プ

ロ
に

な
る

必
要

が
あ

る
。

　
　

沖
縄

で
も

そ
の

よ
う

な
プ

ロ
が

育
つ

と
い

い
。

●
チ

サ
ン

リ
ゾ

ー
ト

石
垣

の
視

察
　

・
チ

サ
ン

リ
ゾ

ー
ト

の
改

修
の

ポ
イ

ン
ト

の
解

説
。

開
催

地
日

時
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

備
考

10
月

23
日

接
遇

セ
ミ

ナ
ー

20
10

月
24

日
ハ

ー
ド

セ
ミ

ナ
ー

8
午

後
か

ら
の

参
加

者
3名

10
月

26
日

ハ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー
12

午
後

か
ら

の
参

加
者

2名
10

月
27

日
接

遇
セ

ミ
ナ

ー
29

10
月

30
日

ハ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー
10

午
後

か
ら

の
参

加
者

5名
10

月
31

日
接

遇
セ

ミ
ナ

ー
27

1
1月

1日
接

遇
セ

ミ
ナ

ー
25

1
1月

2日
ハ

ー
ド

セ
ミ

ナ
ー

11

宮
古

名
護

那
覇

石
垣

●
日

程
・
参

加
者

数

開
催

地
氏

名
所

属
車

い
す

使
用

者
平

田
　

か
お

り
沖

縄
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
　

副
会

長
聴

覚
障

害
者

本
村

　
順

子
石

垣
市

障
害

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
む

ゆ
る

館
　

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

視
覚

障
害

者
平

良
　

常
沖

縄
県

視
覚

障
害

者
福

祉
協

会
　

理
事

車
い

す
使

用
者

平
田

　
か

お
り

沖
縄

脊
髄

損
傷

者
連

合
会

　
副

会
長

聴
覚

障
害

者
本

村
　

順
子

石
垣

市
障

害
者

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

む
ゆ

る
館

　
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー

視
覚

障
害

者
平

良
　

常
沖

縄
県

視
覚

障
害

者
福

祉
協

会
　

理
事

車
い

す
使

用
者

平
田

　
か

お
り

沖
縄

脊
髄

損
傷

者
連

合
会

　
副

会
長

聴
覚

障
害

者
比

嘉
　

豪
沖

縄
県

聴
覚

障
害

者
協

会
　

会
長

視
覚

障
害

者
内

藤
　

喜
和

子
北

部
障

害
者

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

ハ
ー

モ
ニ

ー
　

ス
タ

ッ
フ

車
い

す
使

用
者

平
田

　
か

お
り

沖
縄

脊
髄

損
傷

者
連

合
会

　
副

会
長

聴
覚

障
害

者
神

田
　

朋
子

沖
縄

県
聴

覚
障

害
者

協
会

　
理

事
視

覚
障

害
者

松
田

　
智

子
南

風
原

町
身

障
福

祉
会

　
視

覚
部

部
長

・
理

事

宮
古

石
垣

名
護

那
覇

【参
加

者
の

声
】

　
・
去

年
に

引
き

続
き

、
２

度
受

講
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
。

せ
っ

か
く
学

ん
だ

こ
と

を
生

か
す

た
め

に
も

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

教
育

に
な

り
、

大
変

貴
重

な
体

　
　

験
を

さ
せ

て
い

た
だ

い
。

今
後

、
ま

す
ま

す
観

光
客

の
増

加
に

伴
い

、
高

齢
の

方
や

障
害

を
持

っ
た

方
も

増
え

て
い

く
と

思
う

の
で

、
観

光
立

県
　

　
と

し
て

、
ぜ

ひ
、

こ
の

事
業

の
継

続
を

お
願

い
し

た
い

。
ウ

チ
ナ

ー
ン

チ
ュ

の
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

で
「
行

き
た

い
島

か
ら

行
け

る
島

へ
」
み

ん
 な

で
　

　
作

っ
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
今

日
は

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
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【報
告

事
項

】
（１

）平
田

観
光

、
「
内

閣
府

バ
リ

ア
フ

リ
ー

功
労

者
表

彰
」
の

受
賞

に
つ

い
て

（２
）八

重
山

商
工

高
校

「
私

は
停

め
ま

せ
ん

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
開

催
予

定
に

つ
い

て
（３

）「
第

６
回

全
国

障
害

者
芸

術
・
文

化
祭

お
き

な
わ

大
会

」
報

告

<
セ

ミ
ナ

ー
に

関
し

て
>

・ 
セ

ミ
ナ

ー
で

色
々

な
波

及
が

あ
っ

た
。

最
終

年
度

と
い

う
こ

と
を

会
場

で
伝

え
た

ら
、

職
場

に
来

て
く
れ

な
　

 か
」と

い
う

声
が

あ
っ

た
。

・ 
船

舶
事

業
を

始
め

る
石

垣
島

ド
リ

ー
ム

観
光

が
運

航
前

に
講

習
を

受
け

た
い

と
い

う
こ

と
で

、
県

の
事

業
  
 は

終
わ

る
が

、
も

っ
と

や
り

た
い

と
い

う
熱

意
を

感
じ

て
い

る
の

で
、

課
題

を
も

ら
っ

た
と

思
っ

て
い

る
。

<
障

害
者

芸
術

祭
に

関
し

て
>

・ 
「
車

い
す

使
用

者
の

輸
送

手
段

」が
一

番
の

課
題

と
感

じ
た

。
車

い
す

使
用

者
は

荷
物

 が
多

い
た

め
、

空
  
港

で
の

待
機

場
所

の
確

保
が

問
題

と
な

っ
た

。
・ 

県
内

の
社

協
の

車
い

す
積

載
可

能
な

車
両

を
集

め
て

「ホ
テ

ル
⇔

会
場

」
の

ピ
ス

ト
ン

輸
送

を
行

っ
た

。
  
 車

い
す

積
載

可
能

車
両

の
協

力
体

制
は

あ
っ

た
。

・ 
自

家
用

の
車

を
使

っ
て

、
地

元
の

人
し

か
利

用
し

な
い

飲
食

店
等

を
紹

介
し

、
非

常
に

喜
ば

れ
た

。
・ 

県
主

催
の

行
事

で
あ

る
に

も
係

わ
ら

ず
、

空
港

に
連

絡
し

て
い

な
か

っ
た

た
め

、
苦

情
が

き
た

。

【検
討

事
項

】
（１

）平
成

19
年

度
以

降
の

推
進

体
制

に
つ

い
て

（
バ

リ
ア

フ
リ

ー
ツ

ア
ー

セ
ン

タ
ー

）
（２

）観
光

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
推

進
事

業
　

バ
リ

ア
フ

リ
ー

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（
2/

1
4）

に
つ

い
て

・ 
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

は
Ｂ

Ｆ
と

観
光

の
発

展
を

ど
の

よ
う

に
捉

え
て

ど
の

よ
う

に
展

開
し

て
い

く
の

か
話

を
進

  
め

た
い

。
３

年
間

の
事

業
成

果
と

し
て

バ
リ

ア
フ

リ
ー

ツ
ア

ー
セ

ン
タ

ー
を

立
ち

上
げ

る
こ

と
を

報
告

し
た

ほ
  
う

が
い

い
だ

ろ
う

。
・ 

事
業

の
積

み
残

し
に

つ
い

て
は

バ
リ

ア
フ

リ
ー

ツ
ア

ー
セ

ン
タ

ー
が

引
き

継
い

で
い

く
。

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
  
 を

立
ち

上
げ

る
こ

と
は

、
す

ぐ
に

で
も

可
能

で
あ

る
。

・ 
経

済
産

業
省

の
サ

ー
ビ

ス
産

業
支

援
事

業
は

、
先

行
的

な
ビ

ジ
ネ

ス
で

最
大

の
目

的
は

産
業

の
創

出
で

  
あ

る
。

・ 
バ

リ
ア

フ
リ

ー
ツ

ア
ー

セ
ン

タ
ー

の
立

ち
上

げ
に

よ
り

、
障

害
者

の
雇

用
が

創
出

さ
れ

、
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

  
ザ

イ
ン

に
対

応
し

て
い

く
人

材
育

成
も

で
き

る
。

・ 
次

年
度

の
事

業
の

中
に

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
の

キ
ャ

ン
プ

誘
致

に
つ

い
て

組
み

込
む

こ
と

は
で

き
な

い
か

。
・ 

旅
行

業
法

の
問

題
が

あ
る

た
め

、
ア

テ
ン

ド
は

で
き

な
い

。
輸

送
手

段
が

限
ら

れ
て

い
る

た
め

、
車

の
手

  
 配

が
絡

む
と

ア
テ

ン
ド

は
難

し
く
な

る
。

・ 
バ

リ
ア

フ
リ

ー
ツ

ア
ー

セ
ン

タ
ー

が
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
型

を
目

指
す

の
な

ら
、

情
報

の
確

実
性

が
必

要
。

お
客

  
 様

の
立

場
に

た
っ

た
仕

組
み

を
作

る
必

要
が

あ
る

。
・ 

バ
リ

ア
フ

リ
ー

ツ
ア

ー
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
、

補
助

器
具

の
レ

ン
タ

ル
に

つ
い

て
は

、
需

要
が

あ
る

た
め

ビ
  
 ジ

ネ
ス

と
し

て
ま

わ
っ

て
い

く
と

感
じ

る
。

第
3
回

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
会

議
（
1
2
/
2
0
）

第
2
回

検
討

委
員

会
会

議
（
1
1
/
1
3
）

【報
告

事
項

】
平

成
１

８
年

度
事

業
の

報
告

【検
討

事
項

】
観

光
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

の
持

続
的

な
取

り
組

み
の

方
向

性
に

つ
い

て

<
次

年
度

以
降

の
取

り
組

み
方

>
　

　
・
 誰

が
、

い
つ

、
ど

う
い

う
風

に
進

め
て

い
く
の

か
議

論
し

な
け

れ
ば

実
行

性
の

あ
る

も
の

に
な

ら
な

い
。

　
　

・
 逃

げ
る

バ
リ

ア
フ

リ
ー

に
つ

い
て

ツ
ア

ー
セ

ン
タ

ー
と

は
別

に
事

業
を

立
て

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

　
・
 デ

ー
タ

ベ
ー

ス
は

使
わ

な
い

と
意

味
が

な
い

の
で

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
で

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
  

  
  
 る

。
　

　
・
 セ

ミ
ナ

ー
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

か
ら

の
補

助
と

参
加

費
で

継
続

さ
せ

る
こ

と
は

で
き

な
い

か
。

　
　

・
 バ

リ
ア

フ
リ

ー
に

関
す

る
地

元
の

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
存

在
が

必
要

。
障

害
が

あ
る

だ
け

で
な

く
、

専
門

家
  

  
  
 を

任
命

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
り

、
施

工
か

ら
完

成
ま

で
責

任
を

持
っ

て
対

応
で

き
る

体
制

で
な

け
れ

ば
　

　
　

な
ら

な
い

。
　

　
　

　
※

那
覇

空
港

を
出

て
タ

ク
シ

ー
・
バ

ス
等

民
間

に
な

る
と

バ
リ

ア
フ

リ
ー

が
途

切
れ

る
。

民
間

と
う

ま
く

　
　

　
　

　
 連

携
す

る
仕

組
み

を
作

る
必

要
が

あ
る

。

<
行

政
に

つ
い

て
>

　
　

・
 ど

の
よ

う
な

ア
ウ

ト
ラ

イ
ン

、
ヒ

ン
ト

を
持

っ
て

い
る

の
か

民
間

に
知

ら
し

め
る

こ
と

は
大

切
で

あ
る

。
　

　
・
 民

間
に

は
、

県
の

全
体

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
が

見
え

な
い

。
全

体
図

の
中

で
自

分
た

ち
が

や
ら

な
け

れ
ば

　
　

　
 な

ら
な

い
こ

と
が

明
確

化
さ

れ
、

進
行

の
度

合
い

を
確

認
し

て
い

か
な

け
れ

ば
進

ま
な

い
だ

ろ
う

。

<
バ

リ
ア

フ
リ

ー
ツ

ア
ー

セ
ン

タ
ー

>
　

　
・
 長

期
計

画
、

事
業

計
画

を
策

定
し

、
何

を
ど

こ
ま

で
す

る
と

い
う

目
標

値
を

立
て

て
お

か
な

い
と

芯
の

　
　

　
 通

っ
た

活
動

に
な

ら
な

い
。

　
　

・
 お

客
様

の
障

害
に

つ
い

て
１

箇
所

で
取

り
ま

と
め

、
最

後
ま

で
一

貫
し

て
流

れ
る

よ
う

に
す

る
と

良
い

。

<
八

重
山

Ｗ
Ｇ

に
つ

い
て

>
　

　
・
 セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

（
民

間
業

者
）の

意
識

は
非

常
に

高
ま

っ
て

き
て

い
る

。
　

　
・
 行

政
の

意
識

を
高

め
て

い
く
こ

と
が

今
後

の
課

題
で

あ
る

。
　

　
・
 W

G
が

今
後

、
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

家
と

し
て

、
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

う
機

関
と

し
て

機
能

し
て

も
ら

い
た

い
。

第
４

回
ワ

ー
キ

ン
グ

検
討

会
議

（
1
/
2
4
）

【検
討

事
項

】
（１

）観
光

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
推

進
事

業
　

バ
リ

ア
フ

リ
ー

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（
2/

1
4）

に
つ

い
て

（２
）平

成
19

年
度

以
降

の
推

進
体

制
に

つ
い

て
（
バ

リ
ア

フ
リ

ー
ツ

ア
ー

セ
ン

タ
ー

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
－

経
済

産
業

省
サ

ー
ビ

ス
産

業
創

出
支

援
事

業
申

請
に

向
け

て
－

・ 
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

「
宣

言
」
を

し
て

、
そ

れ
に

よ
り

事
業

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

に
な

る
。

・ 
「
宣

言
」
は

誰
に

す
る

の
か

。
県

内
外

へ
の

ア
ピ

ー
ル

と
し

て
「
わ

た
し

た
ち

は
…

」に
す

る
。

・ 
経

済
産

業
省

サ
ー

ビ
ス

産
業

創
出

支
援

事
業

申
請

は
情

報
を

集
約

さ
せ

る
。

申
請

は
片

手
間

で
は

で
き

  
 な

い
の

で
、

覚
悟

を
す

る
必

要
が

あ
る

。
・ 

ホ
テ

ル
2
1世

紀
は

設
計

士
を

交
え

て
バ

リ
ア

フ
リ

ー
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
っ

た
。

古
い

ホ
テ

ル
で

あ
る

が
生

  
 き

残
り

を
か

け
て

バ
リ

ア
フ

リ
ー

ル
ー

ム
を

設
置

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
安

価
で

で
き

、
使

い
勝

手
の

良
い

  
 Ｂ

Ｆ
ル

ー
ム

の
提

案
を

行
っ

た
。

・ 
車

い
す

レ
ン

タ
ル

は
、

か
な

り
需

要
が

あ
る

と
感

じ
る

が
、

ど
こ

か
で

線
引

き
を

し
て

、
お

金
を

取
っ

た
方

が
  
 良

い
が

金
額

の
設

定
が

わ
か

ら
な

い
。

・ 
沖

縄
の

サ
ー

ビ
ス

介
助

士
有

資
格

者
の

有
志

で
「
観

光
部

会
」
を

立
ち

上
げ

た
。

今
後

の
活

動
の

予
定

と
  
 し

て
は

 現
場

で
困

っ
た

こ
と

、
困

り
そ

う
な

こ
と

、
レ

ン
タ

ル
し

て
ほ

し
い

も
の

等
の

情
報

収
集

を
し

て
い

  
 る

。
・ 

サ
ー

ビ
ス

介
助

士
の

派
遣

を
し

た
い

が
、

派
遣

業
の

ハ
ー

ド
ル

が
高

い
。

紹
介

業
で

や
れ

る
か

可
能

性
  
 探

っ
て

い
る

。

第
4
回

や
さ

し
い

観
光

地
づ

く
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

（
1
/
2
3
）

【
報

告
事

項
】

（
１

）
平

田
観

光
㈱

　
平

成
1
8
年

度
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

推
進

功
労

者
表

彰
　

内
閣

府
　

　
  
特

命
担

当
大

臣
表

彰
　

受
賞

に
つ

い
て

（
２

）
八

重
山

商
工

高
校

　
「
車

い
す

駐
車

場
に

、
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
に

、
私

は
停

め
ま

せ
  

  
  

ん
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」の

開
催

に
つ

い
て

（
３

）
観

光
バ

リ
ア

フ
リ

ー
・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

に
つ

い
て

<
平

成
1
8
年

度
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

推
進

功
労

者
表

彰
　

内
閣

府
特

命
担

当
大

臣
  

表
彰

受
賞

に
つ

い
て

>
　

・ 
一

事
業

者
が

受
け

た
の

で
は

な
く
、

市
、

県
等

の
手

助
け

を
も

ら
っ

た
。

県
全

体
  
  

 に
良

い
影

響
が

広
が

る
よ

う
に

し
た

い
。

【検
討

事
項

】
八

重
山

地
域

の
観

光
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

の
方

向
性

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
－

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

体
制

の
構

築
と

持
続

に
つ

い
て

－
　

・ 
無

料
で

「
ど

こ
で

も
チ

ェ
ア

」（
車

い
す

の
貸

し
出

し
）
が

で
き

な
い

か
。

　
・ 

障
害

者
旅

行
の

問
い

合
わ

せ
が

社
協

等
へ

来
る

が
、

現
在

は
窓

口
が

わ
か

ら
　

　
　

な
い

の
で

バ
リ

ア
フ

リ
ー

ツ
ア

ー
セ

ン
タ

ー
で

一
元

化
し

情
報

提
供

す
る

。
　

・ 
ハ

ン
デ

ィ
を

抱
え

た
人

に
や

さ
し

い
受

入
れ

を
す

る
こ

と
が

最
大

の
Ｐ

Ｒ
に

な
る

。
　

　
沖

縄
の

代
表

と
し

て
八

重
山

が
や

る
。

　
・ 

今
後

、
普

及
、

拡
大

す
る

た
め

に
「
八

重
山

　
心

の
ふ

る
さ

と
」
を

提
供

し
て

い
く
。

　
・ 

民
間

が
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
保

つ
の

が
大

変
と

い
う

時
に

、
普

段
、

お
客

様
が

少
　

　
な

い
時

期
に

呼
び

込
む

。
　

・ 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

八
重

山
ま

ち
づ

く
り

の
中

で
参

画
し

て
ほ

し
い

。

「
私

は
停

め
ま

せ
ん

」キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
20

0
7
年

１
月

2
８

日
（
日

）
に

本
島

お
よ

び
石

垣
市

で
同

時
開

催
し

た
。

　
石

垣
市

で
開

催
さ

れ
る

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

は
八

重
山

商
工

高
等

学
校

の
生

徒
た

ち
が

、
セ

ミ
ナ

ー
受

講
後

「自
分

た
ち

で
取

り
組

め
る

こ
と

」
と

い
う

こ
と

で
学

生
の

発
意

に
よ

り
こ

の
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

開
催

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。

私
は

停
め

ま
せ

ん
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

開
催

（
1
/
2
8
）

☆
こ

の
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
は

車
い

す
駐

車
場

や
点

字
ブ

  
  

ロ
ッ

ク
の

必
要

性
を

車
い

す
使

用
者

や
視

覚
障

害
  
  

者
以

外
の

方
々

に
認

識
し

て
も

ら
う

こ
と

を
目

的
に

  
  

行
わ

れ
る

。
本

活
動

を
通

し
て

障
害

の
な

い
人

と
車

  
  

い
す

使
用

者
、

視
覚

障
害

者
が

互
い

に
気

持
ち

よ
く

  
  

生
き

て
い

け
る

社
会

を
作

る
た

め
に

必
要

な
｢共

生
  
  

の
意

識
」を

啓
発

し
て

い
る

。

平
田

観
光

㈱
、

内
閣

府
「
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

推
進

功
労

者
表

彰
」
を

受
賞

（
1
2
/
7
）

12
月

7
日

に
、

全
国

で
平

田
観

光
株

式
会

社
を

含
む

9
つ

の
法

人
や

団
体

が
平

成
1
8
年

度
の

内
閣

府
「バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

推
進

功
労

者
表

彰
」
を

受
賞

し
た

。
平

田
観

光
は

、
車

い
す

を
8台

搭
載

で
き

る
リ

フ
ト

バ
ス

の
導

入
な

ど
の

ハ
ー

ド
面

や
福

祉
関

係
資

格
取

得
を

社
内

で
推

進
す

る
ソ

フ
ト

面
な

ど
の

強
化

（
現

在
、

福
祉

有
資

格
者

14
名

）
で

、
観

光
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

に
努

め
た

功
績

が
認

め
ら

れ
た

。
　

沖
縄

県
内

で
は

最
初

で
最

後
の

受
賞

と
な

っ
た

。

内
閣

府
総

理
官

邸
に

て
高

市
大

臣
と

記
念

撮
影

右
か

ら
大

濱
長

照
（
石

垣
市

長
）

　
　

　
　

平
田

哲
三

（平
田

観
光

　
代

表
取

締
役

社
長

）
　

　
　

　
高

市
早

苗
（内

閣
府

特
命

大
臣

担
当

）
　

　
　

　
奥

平
崇

史
（平

田
観

光
　

取
締

役
社

長
室

長
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
敬

称
略

）

－
 ４

 －

第
３

回
検

討
委

員
会

（
２

/
２

）

【
検

討
事

項
】

・
今

後
の

観
光

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
の

展
開

方
策

に
つ

い
て

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
・レ

ン
タ

ル
な

ど
事

業
の

中
の

対
価

を
伴

う
部

分
に

つ
い

て
  

は
、

対
価

に
見

合
っ

た
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
バ

リ
ア

フ
リ

ー
ツ

ア
ー

セ
ン

タ
ー

は
Ｎ

Ｐ
Ｏ

で
運

営
し

て
い

く
が

、
収

支
に

つ
い

て
が

  
問

題
で

あ
る

。
県

が
し

っ
か

り
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
い

っ
て

欲
し

い
。

・
民

間
活

動
の

中
で

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
と

し
て

や
っ

て
い

け
る

ほ
ど

マ
ー

ケ
ッ

ト
は

育
  

成
さ

れ
て

い
な

い
。

も
う

少
し

行
政

の
支

援
を

得
る

こ
と

は
で

き
な

い
の

だ
ろ

う
か

。
・
国

の
Ｖ

Ｊ
Ｃ

に
う

ま
く
位

置
付

け
て

構
築

し
て

い
く
べ

き
で

あ
る

。
・
農

林
・
福

祉
な

ど
横

断
し

た
大

き
な

枠
組

み
の

中
で

部
会

を
作

る
必

要
が

あ
る

だ
  

ろ
う

。
・
バ

リ
ア

フ
リ

ー
宣

言
は

、
今

後
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
事

業
を

担
保

す
る

た
め

に
も

行
  

う
必

要
が

あ
る

。
・
3年

間
で

事
業

は
確

実
に

進
ん

で
い

る
。

民
間

活
動

が
進

ん
で

い
か

な
い

と
国

は
  

動
か

な
い

だ
ろ

う
。

・
こ

の
事

業
が

動
け

ば
全

国
で

も
先

駆
け

た
活

動
と

な
る

。

資
料

：
(財

)日
本

交
通

公
社

作
成


